
火災時に繊維から発生する煙・ 燃焼生成ガスと
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We carried out burning tests in the test burner for building materials on lWO Kinds of fibers(rayon 

and cotlon). ln these tests. we compared the tox icity of gases generated f rom f1ame.retardant.treated 

materials with that from non.treated materials 

Treated rayon and cotton emitted thinner smokes and less toxic gascs than non.treated ones 

はじめに

防炎処理製品につU ては.消防関係法令により.

防炎防火対象物の指定.当該対象物内に設けるカ

テン。γ ュ タン等の防炎対象物の鍋定Eぴ防

炎性能に関する技術基準が定められており さら

に。旅舘.ホテル等においては.防炎性能を有す

る寝具額が行政街導により普Eが固られている他

これらの規制を受付ない一般の住宅等について も

防炎製品の使用頻度が高〈なる傾向にある.

このことは 防炎処理製品が.易燃性物品と共

存する場合が多くな り 将来。易燃性物品の燃焼

によ り，防炎処理製品が火炎に さらされる機会が

多くなるものと考えられる。

しかし.現在の時点では i 防炎処理製品が伶調

した時に発生する煙の量Eぴ生成ガスに閉する基

準はな く!燃焼笑酸等によるデ タlU)も数少な

いのが実情である。

したがって I 防炎処寝を施した各衝材料の燃焼

時にお付る生成ガスに関する基礎資料を得る 連

の実験の っとして，市販されている防災姦剣及

び銭維を使用し 燃焼生成ガスに閲する基礎実験

を4行った園

2 実験目的

縦割監の燃焼防に発生する煙 生成ガスを防炎処

廻した bのと防炎未処理のものと比厳し!その影
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容を究明する.

3 実験内容

防炎処理製品(繊繕)7T.び防炎未処理のものが.

惚焼時に発生ずる煙生成ガスを総合的に究明す

るため.マウスを使用 して。建設省告示(第1231

寺昭如51年)に基づくガス有轡性猷験を実施し

加罪悪伊円温度 供試体の加熱減量.マウスの行動

停止時間Eぴ燃焼生成ガス中の 酸化炭素.ニ殴

化炭素及ぴ盛奏家捜度を測定した.

(1)実験該自E

建設省告示(第1231号昭和51!:手)に基づ

く建築付料のガス有害性猷験装置を使用した.

装置の観略を囲 lに示す.後験箱(岨 50

cmX奥行50cmx高さ 50cm)の内容積は125e 

で 漫枠ファ ンを悶いて内部のガス潰度を均

一にした。

調倉駅箱
【50aax 50a0 x 5耐

ヒーター司直糠

国l ガス有密性恒輔装置

12) 実験侠訟体

( 7 ) 
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JIS.L岨.3に基づ 〈換色Eろう度以験m
橋市f白布{レーヨン，締，各l曲%の也の}を

{共S式体とし.表 1に示す防災薬剤により防炎

処理を庖した.それぞE綿パーライト仮{縦

22田X繍 22cmx厚き"同ょに16校mねに

して掴鋼線で緊結し，供2式体{回 2奮開}と

した.

表 l 実験に使用した防炎擁剤

F “l 防炎鄭剣の主成分

B 社

C 社

含量ヨ民有11燐化合物・健賞化合物

J、ロゲン化有機鍵破貧化合物

有複摘盤調R化合物

η舗

岡 2 1;(験体格成

また 比般試料と して防炎未処理のものも

同僚に供訟休とした.

国防炎薬剤

今回の笑昼食に使用した防災薬剤は，いずれ

b 市販の大手防炎策綱メーカーの製品で. B 

本消防倹定協会より鑑定蕪剣として指定され

たものである.

'"お.防炎処理方法は.漫iII法を用い，防

炎藁剤の有効成分の付着盆は。規定貨の 150

%前後とした.

(4) 実験に使用したマウス

dd系の鑑，週齢5週。体.20ま2.のマウス

を各実畿ごとに 8匹使用した.

(5)加然条件

加県条件は.漣段省告示{第1231号}の規

定通りとした.すなわち，倹E体に対する加

燃時聞は。 6分間で.f!初の 3分聞は LPカ

ス(流量 350mtl分)のみで加黙し.後の 3

分聞は更に電気ヒーター(1.5KW)を加えて

加"を終了し.当額加納時間内の加燃炉上部

に"りる排気温度が器製2になるように実駿前

( 8 ) 

に調鐙した.

褒2 繍準板による緋気温度

23456  

70 85 100 140 170 195 

員室股省告示に定めるガス有害怯且険方程表に

よる燃焼爽験を行った.

lal焼実験は。1I!J鉄炉内で侠肢体を熔焼させ

舞金させた煙 生成ガスを栃釈箱を紐て。 マ

ウスを入れた回転カゴを鮫置した被般箱内に

調入し，当E菱煩 ・生成ガスを被畿箱内のマウ

スにIJoさせ，次の項目に閉する測定を実鈍

した.

問測定項目

ア炉内温度

加!11炉内の中央部の温度を然篭対を使用

して。加除開始から l分ごとに加僻終了(6 

分後}まで測定した.

イ 加!11減.

供B式休を情成する繊維の受斜面(縦 18

""X繍 18田)の部分の加熱によるlUj減少

を測定し，その減少の断合を百分機に倹算

した.

クガス漏lf

7Tンにより 1111字し信がら制度殴箱内の-

a変化炭素 (CO)漫度及び二酸化炭窯(CO.)

海度を赤外線ガス分析併を使用して測定し.

殴素(0，)浪度を俗気式駿業分続肘を使用

して測定した.

エ マウスの行動停止時間

回転"ゴ内のマウスの行動を記録し，各

マウスの行動停止時閣を制定した.

4 実験結果

(1)炉問温度調l定結果

各i失試体の炉内温度の潤定結果を褒 3に示

す.

レーヨンを燃焼さぜた場合は 1 加納開始後

3分阜では 間炎処理した bのの溜度上昇が

防炎未処現のものと比較して 下回る絡採が

得られた.また. 納を俗説させたJ~合札加

'明司始後6分までレーヨンと同僚の傾向を示



した. ζれらは 筋炎処理の彫曹によるもの

と考えられる.

褒 3 jp内温度測定結果

機，，~
炉 内 温 11 C"Cl 

】分後 2分後 3分後 4分後 5分抱負 6分後
v棄処理 '52 380 ，6< 550 58' 608 

'1' 栓1ω 192 208 510 "2 651 
.，，栓 110 2" 250 520 60S 690 
:.-1 c ~士 '" '" 舗7 501 5倒 ωs 

ポ処理 2鈎
3“ ぬ8 副>> 6<3 680 

..~也 m 262 I 28!) "6 ぉa '" . !企 2IS 25s '" 521 586 '" C !士 ". ". 290 521 59i ". 
間 加算事減量測定結果

繊維別の加黙減量測定結果を袋 4に示す.

レ ヨン及び綿の防炎処寝したものは，問

炎未処理のものと比鮫して 加勲による減髭

の割合が小きくなった.これは， AnO)と南織

に紡炎処理により燃焼が抑制されたためと考

えられる.

表4 加得減量淵定結果

防炎薬剤
加燃減 量(克}

レ ヲy 繍

来処理 96.8 75.9 

A 君主 66.4 64.2 

s lt 69.5 64.5 

c社 52.8 43.1 

131 ガス調度調定結果

ァ COi'UI測定鑑果

CO襖度測定結果を図 Hえぴ図4に示す.

?ウスの平均行動停止時閉までのco濃

度について。防炎処理したものと防炎未処

理のものを比敏すると。νーヨン及び綿の

いずれも防炎処理した bのが来処理のもの

より低く伝る傾向が毘められた.

また 防炎薬剤では νーヨンの渇合は

.， 
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図3 レーヨ ンCO，III:変化

A社 {含窟索有償燐化合物 !it鍵化合物}の

むのが効果的であり。綿の場合はC役 (有

後帰虫習慣化合物)のものが幼果的であった.

イ CO.滅度及び O.捜度測定結果

マウスの平均行動停止時聞に鉛付る

CO.混I!l及び0..度は各線焼実磁を過し

て袋sのとおりであった.

表 5 ニ磁化炭寮湿度及び磁実温度測定結果

CO.潟目貧困
(恥!lAXl

O . 83~2 .07 

0.86-4.78 

O.濃度伺
(MIN) 

18.2-19.8 

15.4--19.7 

レーヨノ

綿

CO調度に比鮫 してこの程度のiIIl!!で

は.符にマクスの行動停止に影糟はないと

考えられる.

141 マウスの行動停止碕周測定結果

マウスの行動停止符閣情定結果の平均値

{平均行動停止時間)を茨"こ示す.

レーヨン1>.ぴ綿の防炎処理した ものは.防

炎来処理のbのと比較して.マウスの平均行

動停止時間が畏くなったa

また.防炎薬剤では。レーヨ ン及び納のい

ずれoC社 (有機何時化合物)のものがマウス

の平均行動停止時聞が長〈なった. このこと

褒 6 マウスの平均行動停止時間測定結果

防炎薬剤
マウスの平均行動停止時間[分}

レーヨン 総

来処壇 9.29 7.51 

A 社 1l.95 19.曲

B 1土 19.44 11. 74 

C 社 38.04 33，79 

から.今回の実験で使用した 31・の薬剤の中で

1 9 1 



は C径のものが符に煙偲俊生成ガスの毒

性~低減させる作用が大きいと考えられる.

5 まとめ

今回の実駿の健圏内で，燃焼防に発注するガス

の発生状況と毒性について考策すると.次の点が

僧摘される.

レ ヨン及び締の間炎処理したものと防炎未処

理のものとを比較すると。未処理のむののほうが

毒性が強いが.このことは.今回の加無条件下に

必いては，防炎薬剤の作用により加検減.&ぴ

coの発生が抑制されたためと考えられ筋炎処

理詰により燈 ・ガスの毒性が低減されたと曾える.

な".防炎処理したもの及び防炎未処理置のもの

であって も加然減量が大空いものほど発生ガスの

絶対量が多く ，マウスの平均崎動停止時聞は短く

なる傾向が認められた.

(10 ) 

6 おわりに

今回の実駿では.実験に用いた防炎実剤も測定

したガス ICO.COれ 0，1も少なかったため，防

炎賓剣個々の成分についての考察は行なわなかっ

たが 今後Il.種々の加務条件，線維で笑酸を進

める他防災積剤の循績をふやし ω 更に餓健生

成ガスの測定項目をふやす等して，億焼生成ガス

の君臨性~低減化する防炎薬剤について研究を進め

てい〈考えである.
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